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行政報告

中川原町長

　令和元年第３回町議会定例会は、６月13日から14日までの２日間を会期として開催されました。

　1日目は町長の行政報告、副町長の行政事務報告、教育長の教育行政報告の後、４名の議員による一般質問が行わ

れました。

　２日目は報告５件、令和元年度各会計補正予算等２件、条例改正３件、工事請負契約締結３件、規約の変更３件、

固定資産評価員の選任１件、人権擁護委員の推薦１件、意見書１件を可決し閉会しました。

平
成
30
年
度
決
算
見
込
額

月
会

６
例

令 和
元 年

定

一
般
会
計
歳
入
歳
出
差
引
金
額

�

４
億
９
０
２
２
万
９
千
円

（
実
質
収
支
額

�

２
億
９
５
４
８
万
６
千
円
）

会 計 名 歳入総額 歳出総額 歳入－歳出 備　　　　考

一 般 6,989,427 6,499,198 490,229 繰越明許費　186,228 千円
事故繰越し　　8,515 千円

国 民 健 康 保 険 事 業 811,967 805,136 6,831

簡 易 水 道 事 業 354,492 348,119 6,373 繰越明許費　　2,237 千円

公 共 下 水 道 事 業 296,910 292,843 4,067

介 護 保 険 事 業 498,422 482,719 15,703

介 護 サ ー ビ ス 事 業 72,546 72,545 1

後期高齢者医療事業 72,015 71,944 71

介護老人保健施設事業 132,670 127,606 5,064

計 9,228,449 8,700,110 528,339

会 計 名 収 入 支 出 差 引 備　　　　考

病院事業
収益的収支 838,669 812,411 26,258 資本的収支差引不足額は、

過年度分損益勘定留保資
金 10,195 千円で補填資本的収支 109,170 119,365 △ 10,195

平成30年度各会計の決算見込額
（単位：千円）
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懸
案
事
項
に
関
す
る
要
望

西
紋
別
地
区
総
合
開
発
期
成
会

交
通▼

一
般
国
道
238
号
（
雄
武
町

上
沢
木
～
川
尻
）
防
雪
対

策
事
業
の
促
進

▼
主
要
道
道
美
深
雄
武
線
整

備
事
業
の
実
施

国
土
保
全

▼
元
稲
府
漁
港
海
岸
海
岸
堤

防
等
老
朽
化
対
策
の
促
進

▼
雄
武
川
河
口
（
建
設
海
岸
）

の
侵
食
に
対
す
る
整
備
の

実
施

▼
２
級
河
川
オ
コ
ツ
ナ
イ
川
・

ポ
ン
オ
コ
ツ
ナ
イ
川
の
整

備
促
進

水
産▼

元
稲
府
漁
港
特
定
漁
港
漁

場
整
備
事
業
の
促
進

▼
幌
内
地
区
（
幌
内
漁
港
）
水

産
生
産
基
盤
整
備
事
業
の

促
進

▼
網
走
地
区
（
雄
武
漁
港
）
水

産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全

事
業
の
促
進

▼
網
走
地
区
（
沢
木
漁
港
）
水

産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全

事
業
の
促
進

▼
網
走
地
区
（
幌
内
漁
港
）
水

産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全

事
業
の
促
進

▼
沢
木
地
区
（
沢
木
漁
港
）
水

産
流
通
基
盤
整
備
事
業
の

促
進

農
業▼

国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備

事
業
の
促
進

▼
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業

畜
産
担
い
手
総
合
整
備
型

（
再
編
整
備
事
業
）
の
促
進

環
境▼

下
水
道
広
域
化
推
進
総
合

事
業
の
促
進

高
規
格
幹
線
道
路
旭
川
・
紋
別
自

動
車
道
早
期
建
設
促
進
期
成
会

▼
地
方
の
将
来
の
発
展
、
国

土
強
靭
化
に
必
要
な
道
路

予
算
の
確
保

▼
丸
瀬
布
遠
軽
道
路
「
遠
軽

瀬
戸
瀬
Ｉ
Ｃ
～
遠
軽
Ｉ
Ｃ

間
（
６
・
８
㎞
）」
の
確
実

な
開
通

▼
計
画
区
間
「
遠
軽
～
上
湧

別
間
」
の
計
画
段
階
評
価

の
調
査
促
進

林野火災（道有林）
【発生場所】雄武町中幌内

【上空からのヘリコプターによる消火活動】
5月27日(月) ～6月6日(水)のうち8日間 
自衛隊　　　　　延べ２７機（散水回数１２７回）
北海道防災　　　延べ　７機（散水回数　５５回）
札幌市消防局　　延べ　２機（散水回数　１４回）

【地上からの消火活動】　６月3日(月) ～6月19日(水)のうち16日間
　重機、林業機械による路網確保、放水器による地上消火活動を実施

【消防車両の出動台数】　タンク車、ポンプ車、資機材車等　延べ141台

【活動人員】　自衛隊、北海道、北海道警察、札幌市、雄武町、紋別地区消防組合、
雄武消防団、興雄地区森林育成協同組合、雄武町森林組合、雄武町建設業協会　
延べ　2,001人

【鎮火宣言】　6月19日(水)17時（出火原因及び焼損面積については調査中）

【鎮火後の動き】
6月20日(木) ～24日(月)のうち３日間、役場及びオホーツク総合振興局西部森林室にて
巡視を行うが、火災や煙は確認されなかった
　（6月25日(火)以降はオホーツク総合振興局西部森林室にて随時巡視を行っている）

 ※行政報告の内容に一部加筆しています
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嶋村義文議員

問　

全
国
的
に
過
疎
地
自
治
体

で
高
校
の
存
続
対
策
、
子
育
て

支
援
で
全
日
制
高
校
へ
の
給
食

を
提
供
す
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
が
。

豊
田
教
育
長　

オ
ホ
ー
ツ
ク

管
内
で
は
置
戸
、
津
別
、
訓
子

府
、
清
里
高
校
で
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

問　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
事
業
費

と
規
模
、現
在
の
給
食
提
供
数
は
。

中
村
教
育
振
興
課
長　

総
事
業

費
６
億
３
９
０
０
万
円
、
補
助

基
準
上
の
規
模
は
500
人
以
下
、

現
在
給
食
提
供
数
は
370
食
で
す
。

問　

提
供
数
に
130
食
の
余
裕
が

あ
る
。
高
校
へ
の
給
食
提
供
は

可
能
で
は
。

豊
田
教
育
長　

補
助
金
を
算

定
す
る
枠
が
500
人
以
下
で
あ

り
、
設
計
段
階
で
は
当
時
の
児

一
緒
に
や
っ
て
い
く
と
い
う

事
が
大
事
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。
こ
の
問
題
を
放
置
し
て
お

く
と
、
今
後
の
増
産
体
制
に
支

障
が
出
る
と
思
い
ま
す
。
町
と

し
て
も
漁
協
へ
の
働
き
か
け
が

あ
っ
て
は
と
思
う
が
、
町
の
考

え
方
は
。

中
川
原
町
長　

現
在
、
漁
協
か

ら
町
に
対
し
具
体
的
な
支
援
要

請
は
あ
り
ま
せ
ん
。
要
請
が
あ

れ
ば
十
分
協
議
し
、
有
効
な
支

援
に
つ
い
て
取
り
進
め
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　

農
業
・
林
業
に
あ
る
長
期

の
研
修
制
度
、住
宅
の
整
備
等
、

総
合
的
な
施
策
を
実
施
し
て
い

か
な
け
れ
ば
、
ホ
タ
テ
漁
獲
２

万
ｔ
体
制
へ
の
支
障
が
出
か
ね

な
い
の
で
、
漁
協
と
の
情
報
交

換
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

平
成
29
年
６
月
議
会
の
答

弁
で
、
今
年
度
策
定
す
る
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
、
こ
の
中
で

将
来
の
施
設
を
建
設
す
る
こ
と

に
触
れ
て
い
く
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生

活
し
て
い
く
た
め
に
は
新
た
な

環
境
整
備
を
進
め
て
い
く
時
期

に
来
て
い
る
と
考
え
る
と
答
弁

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
作
業
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

中
川
原
町
長　

近
隣
市
町
村

の
施
設
の
設
置
の
背
景
等
、
詳

細
な
聴
き
取
り
を
行
い
、
計
画

策
定
時
の
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果

と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
本
町
に

必
要
と
な
る
施
設
整
備
に
関
わ

る
調
査
研
究
を
進
め
る
考
え
で

あ
り
ま
す
。

童
生
徒
数
に
対
応
す
る
400
食
の

設
備
配
置
と
、
作
業
効
率
の
高

い
動
線
設
計
を
し
て
い
る
た

め
、500
食
の
提
供
は
困
難
で
す
。

問　

給
食
実
施
に
つ
い
て
は
保

護
者
含
め
要
望
が
多
い
。
意
向

調
査
を
実
施
す
る
考
え
は
。

豊
田
教
育
長　

物
理
的
に
難

し
い
こ
と
と
、
補
助
金
の
目
的

外
使
用
に
当
た
り
ま
す
の
で
、

高
校
へ
の
給
食
提
供
は
で
き
ま

せ
ん
。
で
き
な
い
も
の
を
前
提

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

雄
武
高
校
で
の
給
食
実
施

漁
業
就
業
者
確
保
対
策

高
齢
者
介
護
施
設
等
の
整
備

６月定例会

嶋
村
議
員　

高
校
の
給
食
実
施
、
意
向
調
査
の
考
え
は

豊
田
教
育
長　

補
助
金
の
目
的
外
使
用
、
実
施
で
き
な
い

問質般一

問　

平
成
29
年
９
月
議
会
で
漁

業
就
業
者
対
策
で
の
私
の
質
問

に
対
し
、
町
長
は
答
弁
で
「
就

業
者
確
保
に
危
機
感
を
持
ち
、

何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
の
考
え
方
を
示
し
て
、
町
と



議会だより　№1675

役
場
内
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

高
齢
者
の
見
守
り
体
制

６月定例会

佐
藤
議
員　

役
場
内
で
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
進
め
る
考
え
は

中
川
原
町
長　

初
期
投
資
等
を
考
え
る
と
メ
リ
ッ
ト
は
少
な
い

問　

役
場
内
で
は
紙
の
消
費
が

多
い
と
思
う
が
、
年
間
紙
消
費

量
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

佐
々
木
財
務
企
画
課
長　

役
場

全
体
の
紙
の
消
費
量
に
つ
き
ま

し
て
は
、
な
か
な
か
把
握
が
難

し
い
の
で
、
購
入
量
を
提
示
し

ま
す
。
平
成
29
年
度
と
30
年
度

の
比
較
で
申
し
上
げ
ま
す
と
、

役
場
全
体
、
あ
る
い
は
病
院
、

学
校
も
含
め
て
の
全
体
の
枚
数

で
、
29
年
度
が
293
万
３
千
枚
、

金
額
で
言
い
ま
す
と
247
万
４
千

円
。
30
年
度
で
は
若
干
増
え
ま

し
て
、
310
万
６
千
枚
、
金
額
で

は
260
万
２
千
円
で
す
。

問　

社
会
の
流
れ
は
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
だ
が
、
今
後
役
場
内
で

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
進
め
る
考

え
は
あ
る
の
か
。

中
川
原
町
長　

委
員
会
や
協

議
会
等
の
会
議
に
つ
き
ま
し
て

は
、
Ｉ
Ｔ
に
不
慣
れ
な
方
も
い

る
こ
と
や
、
会
議
の
資
料
が
委

員
の
手
元
に
残
ら
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
す
る
の
は
大
変
難
し
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
役
場
内

で
の
会
議
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
る
初
期

投
資
を
考
慮
す
る
と
、
メ
リ
ッ

ト
は
あ
ま
り
な
い
と
感
じ
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
導

入
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

町
民
に
も
わ
か
り
や
す
い

「
高
齢
者
の
見
守
り
体
制
」
の

情
報
提
供
は
ど
う
行
な
っ
て
い

る
の
か
。

中
川
原
町
長　

町
民
全
体
に

向
け
て
は
町
広
報
紙
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
家
庭
訪
問
等
で
、

介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

こ
と
や
相
談
先
と
な
る
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
連
絡
先
等

を
周
知
し
て
お
り
ま
す
。

問　

役
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

新
旧
入
り
混
じ
っ
た
情
報
が
混

在
し
て
い
る
が
そ
の
対
処
は
。

安
井
保
健
福
祉
課
長　

町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

以
前
か
ら
町
と
し
て
は
「
タ
イ

ム
リ
ー
に
新
し
い
も
の
に
書
き

換
え
て
、
見
や
す
い
よ
う
に
」

と
い
う
指
示
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
実
際
今
そ
う
い
っ
た
お
話

を
聞
き
ま
し
て
、
た
だ
ち
に
直

し
た
り
、
あ
と
は
見
や
す
い
よ

う
な
形
で
情
報
提
供
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

問　

今
後
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
５
Ｇ
な
ど

を
駆
使
し
た
高
齢
者
の
見
守
り

が
安
価
に
実
現
可
能
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

使
い
、
人
手
不
足
の
解
消
、
介

護
す
る
側
の
負
担
軽
減
・
家
族

の
安
心
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
そ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

中
川
原
町
長　

Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活

用
し
た
見
守
り
型
シ
ス
テ
ム
に

つ
き
ま
し
て
は
現
在
導
入
す
る

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
見
守
り
型

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
や
そ
の
家
族
が

安
心
安
全
に
過
ご
す
た
め
の
支

援
と
介
護
者
等
の
負
担
軽
減
、

介
護
職
の
人
手
不
足
等
の
対
応

に
お
い
て
、
効
率
的
有
効
な
手

段
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
も
の

の
ひ
と
つ
と
し
て
認
識
し
て
い

ま
す
。

※
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）
…
様
々
な
「
モ
ノ
」

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ

れ
、
情
報
交
換
す
る
こ
と
に
よ

り
相
互
に
制
御
す
る
仕
組
み
。佐 藤　 寧 議 員

問質般一
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福原峯雄議員

問　

ハ
イ
ヤ
ー
券
の
支
給
は
、

現
在
、
移
動
手
段
を
持
た
な
い

老
人
世
帯
等
に
と
り
ま
し
て
は

大
変
有
用
な
施
策
と
し
て
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
沢
木
や

幌
内
な
ど
の
雄
武
市
街
か
ら

遠
い
地
域
に
住
む
町
民
か
ら

は
、
市
街
地
に
用
事
に
行
く
た

め
に
、
ハ
イ
ヤ
ー
券
を
何
枚
も

使
っ
て
し
ま
う
と
い
う
声
を
多

く
聞
き
ま
す
。
制
度
上
、
全
く

公
平
に
と
い
う
訳
に
は
い
か
な

い
と
は
思
い
ま
す
が
、
地
域
に

よ
っ
て
枚
数
を
増
や
す
と
か
、

こ
の
不
公
平
を
少
し
で
も
緩
和

す
る
方
法
を
考
え
る
こ
と
も
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

安
井
保
健
福
祉
課
長　

沢
木
・

幌
内
な
ど
遠
い
と
こ
ろ
で
も
同

じ
枚
数
で
は
不
公
平
だ
と
い
う

声
は
以
前
か
ら
受
け
て
お
り
ま

こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
行
政
を
預
か
る
も
の
と
し

て
、
そ
の
辺
は
制
度
化
し
て

や
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ま
す
。
雄
武
町
で
も
対
象
を

拡
げ
る
時
期
に
来
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
が
、

考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

豊
田
教
育
長　

全
道
的
に
は

１
・
２
倍
や
１
・
４
倍
、
１
・

５
倍
と
市
町
村
に
よ
っ
て
様
々

で
す
が
、
平
成
27
年
に
１
・
３

倍
で
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
の
所
１
・
５
倍
と
い
う

の
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
他

町
村
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
動
向
を
見
極
め
て
、

そ
の
段
階
で
引
き
上
げ
に
つ
い

て
は
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

※
こ
の
他
、
病
院
バ
ス
の
利
用

に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

す
。
た
だ
、
こ
の
ハ
イ
ヤ
ー
券

の
支
給
の
目
的
は
、
高
齢
者
の

通
院
等
に
要
す
る
交
通
費
助
成

と
い
う
部
分
を
含
ん
で
お
り
ま

す
。
雄
武
市
街
地
か
ら
遠
い
町

民
は
、
病
院
バ
ス
を
出
し
て
い

ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
利
用
す

る
こ
と
で
補
い
合
っ
て
い
る
制

度
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問　

ハ
イ
ヤ
ー
券
の
支
給
は
、

４
月
に
申
し
込
め
ば
１
年
分
の

支
給
を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
遅

れ
て
５
月
、
６
月
に
申
し
込
む

と
、
そ
の
分
だ
け
減
ら
し
て
支

給
さ
れ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
行

政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
施
策
な

の
で
す
か
ら
、
そ
の
辺
は
緩
和

し
た
対
応
が
あ
っ
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

考
え
を
伺
い
ま
す
。

中
川
原
町
長　

原
則
、
月
何

枚
と
い
う
こ
と
で
支
給
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
７
か
月
過
ぎ
て

い
て
も
１
年
分
出
す
、
と
い
う

居
宅
老
人
交
通
費
（
ハ
イ

ヤ
ー
券
）
の
支
給

就
学
援
助
の
認
定
基
準

６月定例会

福
原
議
員　

月
遅
れ
の
ハ
イ
ヤ
ー
券
申
し
込
み
に
緩
和
対
応
は

中
川
原
町
長　

月
ご
と
に
枚
数
決
定
、
制
度
化
に
理
解
を

問質般一

問　

就
学
援
助
は
、
親
の
収
入

に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
教
育
に

格
差
が
出
な
い
よ
う
に
援
助
す

る
制
度
で
す
が
、
現
在
、
雄
武

町
で
は
親
の
収
入
で
、
生
活
保

護
基
準
の
１
・
３
倍
ま
で
の
家

庭
を
就
学
援
助
の
対
象
と
し
て

い
ま
す
。平
成
27
年
４
月
に
１
・

２
倍
か
ら
１
・
３
倍
に
援
助
の

対
象
を
拡
げ
た
訳
で
す
。
全
道

的
に
も
就
学
援
助
の
対
象
を
拡

げ
る
傾
向
に
あ
り
、
近
隣
の
町

村
で
言
う
と
、
遠
軽
町
や
佐
呂

間
町
で
は
１
・
５
倍
の
家
庭
ま

で
を
就
学
援
助
の
対
象
に
し
て
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雄
武
町
公
認

�

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
活
用
方
法

新
改
築
の
際
な
ど
の

�

一
時
的
住
宅
の
確
保

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を

活
用
し
た
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

�

新
規
就
業
支
援
事
業
の
実
施

６月定例会

遠
藤
議
員　
「
い
く
ら
す
じ
子
」
ラ
イ
ン
ス
タ
ン
プ
作
成
を

中
川
原
町
長　

来
年
度
以
降
の
作
成
に
向
け
検
討
す
る

問　

新
し
く
誕
生
し
た
「
い
く

ら
す
じ
子
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
ラ
イ

ン
ス
タ
ン
プ
の
作
成
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う

か
？

中
川
原
町
長　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

グ
ッ
ズ
の
作
成
を
計
画
し
て
お

り
、
雄
武
町
観
光
協
会
で
作
成

す
る
計
画
で
す
。
現
段
階
で

は
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
ぬ
い

ぐ
る
み
な
ど
を
想
定
し
て
お
り

ま
す
。
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
幅

広
い
世
代
で
活
用
さ
れ
て
お

り
、
知
名
度
向
上
に
は
最
適
と

判
断
さ
れ
ま
す
の
で
、
本
町
に

お
き
ま
し
て
も
来
年
度
以
降
の

作
成
に
向
け
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

※
ラ
イ
ン
と
は･･･

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

（
ラ
イ
ン
）
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
て
使
用
す
る
無
料
ア

プ
リ
で
す
。
こ
の
ア
プ
リ
を
イ

ン
ス
ト
ー
ル
し
た
端
末
同
士
で

は
、
無
料
で
電
話
と
チ
ャ
ッ
ト

が
使
え
ま
す
。
チ
ャ
ッ
ト
は
、

テ
キ
ス
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
け
で

な
く
写
真
や
絵
文
字
な
ど
の
ほ

か
に「
ス
タ
ン
プ
」と
い
う
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
画
像
が
添
付
で
き
る

の
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

現
在
、
公
営
住
宅
に
空
き

が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
新
改
築

を
行
っ
た
際
な
ど
に
一
時
的
・

短
期
間
で
も
公
営
住
宅
を
借
り

る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
？

中
川
原
町
長　

公
営
住
宅
の

入
居
条
件
の
一
つ
に
住
宅
困
窮

度
が
あ
り
ま
す
。
公
営
住
宅
法

第
23
条
第
２
号
の
規
定
に
よ
り

「
持
ち
家
の
新
築
、
増
改
築
の

た
め
の
一
時
的
入
居
は
認
め
ら

れ
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
た
め

公
営
住
宅
へ
の
入
居
は
で
き
ま

せ
ん
。
町
有
一
般
住
宅
に
つ
い

て
も
、
住
宅
困
窮
度
と
い
う
部

分
で
は
公
営
住
宅
に
準
じ
た
取

り
扱
い
に
な
り
ま
す
が
、
町
有

一
般
住
宅
に
空
き
が
あ
り
、
他

の
入
居
希
望
者
が
い
な
い
場
合

は
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

佐
々
木
財
務
企
画
課
長　

地
方

創
生
推
進
交
付
金
の
移
住
支
援

と
し
て
、
移
住
に
100
万
円
、
起

業
に
200
万
円
最
大
300
万
円
の
も

の
が
あ
り
ま
す
。
本
年
度
は
対

象
市
町
村
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
の
事
業
は
６
年
続
く
と

い
う
話
を
聞
い
て
お
り
、
来
年

度
実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

※
こ
の
他
、
雄
武
100
周
年
記
念

植
樹
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
対
し

て
、
町
長
か
ら
「
一
部
剪
定
が

必
要
な
樹
木
が
見
受
け
ら
れ
た

た
め
剪
定
作
業
を
行
い
、
適
切

な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
き
ま

す
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

遠藤友宇子議員

問質般一

問　

近
隣
で
は
、
紋
別
市
、
網

走
市
、
遠
軽
町
、
滝
上
町
、
西

興
部
村
、
枝
幸
町
が
道
庁
に
申

し
込
み
を
行
っ
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
新
規
就

業
支
援
事
業
の
雄
武
町
の
取
り
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●
平
成
30
年
度
雄
武
町
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

※
金
額
は
翌
年
度
繰
越
額

公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業

�

２
９
７
万
円

公
用
車
更
新
事
業

�

２
２
８
万
５
千
円

街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
整
備
事
業

�

６
０
８
万
円

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

�

５
７
万
６
千
円

畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備
事
業

（
再
編
整
備
型
事
業
）

�

２
３
２
０
万
円

中
山
間
地
域
所
得
向
上
支
援
事
業

�

２
４
３
万
円

貯
氷
施
設
整
備
事
業

�

３
億
７
０
５
０
万
２
千
円

建
設
機
械
整
備
事
業

�

４
０
０
万
円

町
道
排
水
改
修
事
業

�

７
９
０
万
円

町
内
河
川
改
修
事
業

�

１
０
９
５
万
円

●
平
成
30
年
度
雄
武
町
一
般
会
計

事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書

※
金
額
は
翌
年
度
繰
越
額

携
帯
電
話
等
エ
リ
ア
整
備
事
業

�

１
億
２
１
０
２
万
５
千
円

団
体
営
か
ん
が
い
排
水
事
業

�

１
８
８
０
万
円

●
平
成
30
年
度
雄
武
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書

※
金
額
は
翌
年
度
繰
越
額

公
用
車
更
新
事
業

�
２
２
３
万
７
千
円

�

（
以
上
、
報
告
の
と
お
り
）

●
図
書
館
条
例
の
一
部
改
正

　

新
図
書
館
の
開
館
に
伴
う
も
の
。

●
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

法
律
施
行
令
の
改
正
に
伴
う
も
の
。

●
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の

改
正
に
伴
う
も
の
。

�

（
以
上
、
原
案
可
決
）

●
雄
武
地
区
配
水
管
更
新
工
事

契
約
金
額　

６
７
１
０
万
円

契
約
の
相
手
方

日
東
建
設
㈱

代
表
取
締
役　

久
保　

元

●
雄
武
浄
化
セ
ン
タ
ー
し
尿
受
入

施
設
建
設
工
事
（
土
木
・
建
築
）

契
約
金
額

　

２
億
２
１
１
０
万
円

契
約
の
相
手
方

日
東
・
渡
辺
経
常
建
設
共
同
企
業

体
（
雄
武
町
）

代
表
者　

日
東
建
設
㈱

代
表
取
締
役　

久
保　

元

●
雄
武
浄
化
セ
ン
タ
ー
水
処
理
設

備
改
築
更
新
工
事

契
約
金
額

　

１
億
３
２
２
２
万
円

契
約
の
相
手
方

天
内
・
浜
口
特
定
建
設
工
事
共
同

企
業
体
（
北
見
市
）

代
表
者　

天
内
工
業
㈱

代
表
取
締
役　

伊
藤　

嘉
高

�

（
以
上
、
原
案
可
決
）

規
約
の
変
更

●
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災

害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

　

各
組
合
の
構
成
団
体
の
脱
退
に

伴
い
、
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
協
議
す
る
必
要
が
生
じ
た
も
の
。

�

（
以
上
、
原
案
可
決
）

　
　
　

議審
果結

６月定 例 会

報

告

①

条

例

改

正

工
事
請
負
契
約
締
結

規
約
の
変
更

意

見

案

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

●
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更

●
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合

字
雄
武
390
番
地
の
21

　

林　
　

史
祥　

氏

▼
選
任
年
月
日

　

令
和
元
年
６
月
17
日

�

（
以
上
、
原
案
同
意
）

字
雄
武
340
番
地

　

池　
　
　

慶　

二　

氏

字
雄
武
１
１
３
１
番
地
の
６

　

松　

嶋　

恵
美
子　

氏

�

（
以
上
、
適
任
と
す
る
）

●
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に

関
す
る
意
見
書

　

過
疎
対
策
に
つ
い
て
は
、
昭
和

45
年
に
「
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措

置
法
」
制
定
以
来
、
４
次
に
わ
た

る
特
別
措
置
法
の
制
定
に
よ
り
、

総
合
的
な
過
疎
対
策
事
業
が
実
施

さ
れ
、
過
疎
地
域
に
お
け
る
生
活

環
境
の
整
備
や
産
業
の
振
興
な
ど

一
定
の
成
果
を
上
げ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て

多
く
の
集
落
が
消
滅
の
危
機
に
瀕

し
、
ま
た
、
森
林
管
理
の
放
置
に

よ
る
森
林
の
荒
廃
や
度
重
な
る
豪

雨
・
地
震
等
の
発
生
に
よ
る
林
地

崩
壊
、
河
川
の
氾
濫
な
ど
、
極
め

て
深
刻
な
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。

　

過
疎
地
域
は
、
我
が
国
の
国
土

の
過
半
を
占
め
、
豊
か
な
自
然
や

歴
史
・
文
化
を
有
す
る
ふ
る
さ
と

の
地
域
で
あ
り
、
都
市
に
対
す
る

食
料
・
水
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供

給
、
国
土
・
自
然
環
境
の
保
全
、

い
や
し
の
場
の
提
供
、
災
害
の
防

止
、
森
林
に
よ
る
地
球
温
暖
化
の

防
止
な
ど
に
多
大
な
貢
献
を
し
て

い
る
。

　

過
疎
地
域
が
果
た
し
て
い
る
こ

の
よ
う
な
多
面
的
・
公
益
的
機
能
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一般会計（第２号）
1238万5千円を追加し、予算の総額を55億6440万2
千円とした。
【主な内容】
◇総務費　53万円増
　・財政調整基金積立金の増
◇民生費　897万7千円増
　・プレミアム付商品券事業費補助金の増ほか
◇商工費　287万8千円増
　・雄武町観光協会補助金の増ほか
介護保険事業特別会計（第１号）
48万5千円を追加し、予算の総額を4億7955万3千円
とした。
【主な内容】高額医療合算介護サービス費の増

令　和　元　年　度

補 正 予 算

報　
　

告　
　

②�

（
ホ
テ
ル
運
営
に
関
す
る
報
告
）　

は
国
民
共
有
の
財
産
で
あ
り
、
そ

れ
は
過
疎
地
域
の
住
民
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　

現
行
の
「
過
疎
地
域
自
立
促
進

特
別
措
置
法
」
は
令
和
３
年
３
月

末
を
も
っ
て
失
効
す
る
こ
と
と
な

る
が
、
過
疎
地
域
が
果
た
し
て
い

る
多
面
的
・
公
共
的
機
能
を
今
後

も
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
引

き
続
き
、
過
疎
地
域
に
対
し
て
総

合
的
か
つ
積
極
的
な
支
援
を
充

実
・
強
化
し
住
民
の
暮
ら
し
を
支

え
て
い
く
政
策
を
確
立
・
推
進
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

過
疎
地
域
が
、
そ
こ
に
住
み
続

け
る
住
民
に
と
っ
て
安
心
・
安
全

に
暮
ら
せ
る
地
域
と
し
て
健
全
に

維
持
さ
れ
る
こ
と
は
、
同
時
に
、

都
市
を
も
含
め
た
国
民
全
体
の
安

心
・
安
全
な
生
活
に
寄
与
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

総
合
的
な
過
疎
対
策
を
充
実
強
化

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
新
た
な
過
疎
対
策
法

の
制
定
を
強
く
要
望
す
る
。

　
（
提
出
者
・
溝
田　

昌
志
）

　
（
賛
成
者
・
福
原　

峯
雄
）

　
　
　
（
以
上
、
原
案
可
決
）

●
平
成
30
年
度
雄
武
町
観
光
開
発

株
式
会
社
の
決
算

収
入

�

２
億
３
６
２
７
万
５
４
６
２
円

支
出

�

２
億
３
７
２
０
万
７
９
８
４
円

当
期
純
損
失

�

９
３
万
２
５
２
２
円

●
令
和
元
年
度
雄
武
町
観
光
開
発

株
式
会
社
の
予
算

収
入

�

２
億
５
０
６
４
万
５
０
０
０
円

支
出

�

２
億
４
９
９
９
万
４
６
４
３
円

経
常
利
益

�

６
５
万　

３
５
７
円

Ｑ
10
回
利
用
で
１
回
無
料
入
浴
が

で
き
る
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
は
な
ぜ

止
め
た
の
か
。

Ａ
売
り
上
げ
を
で
き
る
だ
け
上
げ

る
よ
う
進
め
る
中
で
、
収
支
等
を

考
え
止
め
た
。

Ｑ
人
件
費
が
前
年
度
よ
り
増
加
し

て
い
る
が
、
経
営
改
善
が
な
さ
れ

た
要
因
と
長
期
借
入
金
の
償
還
計

画
及
び
全
室
禁
煙
化
後
の
特
徴
的

な
動
き
は
。

Ａ
人
件
費
増
加
は
、労
基
の
指
導
、

支
配
人
を
中
心
に
管
理
部
、
営
業

部
、
調
理
部
の
３
部
制
を
と
り
、

そ
の
下
に
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
置
き

職
務
階
級
制
を
作
っ
た
。
ま
た
、

町
の
指
定
管
理
等
で
働
い
て
い
る

方
々
の
給
与
水
準
を
考
え
、
決
し

て
高
い
金
額
で
は
な
い
が
パ
ー

ト
さ
ん
を
含
め
給
与
を
上
げ
た
。

ベ
ッ
ド
の
入
れ
替
え
に
は
大
き
な

反
響
が
あ
り
、
非
常
に
高
い
評
価

を
得
て
い
る
。
禁
煙
化
に
つ
い
て

は
３
月
に
客
室
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

を
実
施
し
、
こ
ち
ら
も
好
評
。
長

期
借
入
金
の
関
係
は
、
基
本
的
に

今
の
段
階
で
大
き
く
返
済
計
画
を

立
て
て
と
は
い
か
ず
、
利
息
だ
け

を
支
払
い
し
て
い
る
状
況
。

ホ
テ
ル
運
営
に
関
す
る
質
疑
応
答

Ｑ
ホ
テ
ル
の
客
単
価
が
平
成
30
年

度
は
５
８
５
０
円
で
令
和
元
年
度

は
６
２
０
０
円
。
客
単
価
が
低
い

の
で
は
。
ま
た
、
今
年
度
の
プ
ラ

イ
ス
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
り
こ
み
と

稼
働
率
は
。

Ａ
客
単
価
は
昨
年
ま
で
一
般
に
比

べ
非
常
に
低
い
状
況
。
客
室
単
価

を
上
げ
る
た
め
繁
忙
期
と
閑
散
期

を
整
理
し
プ
ラ
イ
ス
カ
レ
ン
ダ
ー

を
作
成
、
上
期
終
了
時
に
再
度
考

え
て
い
く
。
な
お
直
近
の
稼
働
率

は
90
％
超
。

Ｑ
全
室
禁
煙
に
対
す
る
外
国
人
へ

の
説
明
法
と
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
は
。

Ａ
宿
泊
客
は
日
本
人
が
多
い
が
、

中
国
語
を
含
め
た
多
言
語
に
つ
い

て
、
フ
ロ
ン
ト
で
の
対
応
を
精
査

す
る
。
罰
則
に
つ
い
て
は
考
え
て

お
ら
ず
道
徳
的
に
判
断
。

Ｑ
開
業
20
年
を
迎
え
た
が
修
繕
計

画
は
。

Ａ
建
築
係
で
現
状
確
認
し
、
年
次

計
画
を
作
成
し
整
備
す
る
。

　
　
（
以
上
、
報
告
の
と
お
り
）
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【平成31年】　３月
６～15日　第１回定例会開催
　　７日　議会運営委員会開催
　　９日　鈴木宗男雄武町後援会「新年交礼会」出席、議長
　　10日　 「活力あふれる北海道の未来を実現する
　　　　　会」事務所開き（札幌市）出席、議長
　　13日　雄武漁協第56回通常総会出席、議長
　　〃　　雄武水産加工協第55回通常総会出席、
　　　　　議長ほか1名
　　20日　雄武小第72回卒業式出席、議長ほか１名
　　22日　沢木小第71回卒業式出席、副議長ほか１名
　　〃　　共栄小第66回卒業式出席、高野総務文
　　　　　教常任委員会委員長
　　〃　　豊丘小第69回卒業式出席、村上議員
　　26日　平成31年度西紋別地区総合開発期成会
　　　　　総会（興部町）出席、議長
　　27日　雄武町社会福祉協議会平成30年度第２
　　　　　回評議員会出席、議長
４月
　　８日　雄武小入学式出席、議長ほか１名
　　〃　　沢木小入学式出席、副議長ほか１名
　　〃　　雄武中入学式出席、議長
　　〃　　雄武高入学式出席、副議長ほか６名
　　10日　北オホーツク農協第７回通常総会
　　　　　（興部町）出席、議長
　　14日　道消防操法訓練大会出場に係る結団式出席、議長
　　25日　平成31年度雄武町交通安全推進委員会
　　　　　総会出席、議長
【令和元年】５月
　　７日　全員協議会開催
　　９日　第２回臨時会（初議会）開催
　　16日　第２回議会広報特別委員会開催
　　20日　令和元年度高規格幹線道路旭川・紋別自動車道
　　　　　早期建設促進期成会総会（紋別市）出席、議長

　　20日　令和元年度オホーツク紋別空港利用・整備
　　　　　促進期成会定例総会（紋別市）出席、議長
　　〃　　雄武水産施設利用協同組合第19回通常総会
　　　　　出席、福原産業厚生常任委員会委員長
　　〃　　第３回議会広報特別委員会開催
　　21日　高規格幹線道路旭川・紋別自動車道早期建
　　　　　設促進期成会及び西紋別地区総合開発期成
　　　　　会要望活動（網走市）出席、議長
　　22日　令和元年度雄武町商工会通常総会出席、
　　　　　福原産業厚生常任委員会委員長
24～25日　オホーツク町村議会議長会第１回定期
　　　　　総会（滝上町）出席、議長
　　25日　第41回雄武中学校運動会出席、溝田総
　　　　　務文教常任委員会委員長
　　28日　令和元年度雄武町社会福祉協議会定時評議
　　　　　員会出席、福原産業厚生常任委員会委員長
　　30日　令和元年度オホーツク圏活性化期成会定期総会
　　　　　及び第８回石北本線部会（網走市）出席、議長
　　31日　令和元年度雄武町はまなす会総会出席、議長
６月
　　１日　鈴木宗男・鈴木貴子「第14回北海道セ
　　　　　ミナー」（札幌市）出席、議長
　　２日　各小学校運動会出席（沢木・遠藤議員、
　　　　　共栄・佐藤総務文教常任委員会副委員長、
　　　　　豊丘・溝田総務文教常任委員会委員長）
５～６日　令和元年度遠紋地区市町村議会議長会研修
　　　　　会・総会（湧別町）出席、議長ほか１名
　　７日　議会運営委員会開催
11～12日　北海道町村議会議長会第70回定期総
　　　　　会・研修会（札幌市）出席、議長

 

編
集
あ
と
が
き

　

こ
の
た
び
の
改
選
に
お
い
て
議
会
広
報

特
別
委
員
会
の
顔
ぶ
れ
も
変
わ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
広
報
紙
も
町
民
の
「
知
り
た
い

事
」「
疑
問
に
思
う
事
」
を
掲
載
す
る
こ

と
で
、
よ
り
議
会
だ
よ
り
を
深
く
見
て
も

ら
い
、
町
の
事
に
一
層
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
広
報
紙
に
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

雄
武
町
の
海
で
は
コ
ン
ブ
漁
が
始
ま

り
、
山
で
は
牧
草
の
ロ
ー
ル
、
そ
し
て
二

番
草
の
作
業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

機
械
化
が
進
む
中
、
コ
ン
ブ
漁
は
子
ど

も
達
に
は
課
外
学
習
と
し
て
、
家
族
、
年

上
の
人
、
同
世
代
の
人
と
の
絆
、
そ
し
て
、

な
ん
と
い
っ
て
も
家
業
を
知
る
事
。

「
風
の
子
、
雄
武
っ
子
」

　

夏
休
み
中
に
は
、
日
焼
け
し
た
顔
の
子

ど
も
達
の
姿
が
見
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

作
業
の
合
間
に
、
元
気
な
子
ど
も
達
に

会
う
の
が
楽
し
み
で
す
。

　
　
　

議
会
広
報
特
別
委
員

�

委�

員�

長　

溝
田　

昌
志

会議 誌日


